
― 151 ―

『
小
説
神
髄
』、
分
冊
形
式
の
謎

鈴　

木　

裕　

人

『
書
生
気
質
』『
小
説
神
髄
』
の
出
版
形
式

　

春
の
や
お
ぼ
ろ
（
坪
内
逍
遙
）
の
『
一
読
三
歎

当
世
書
生
気
質
』
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
六
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
晩
青
堂
よ
り
和

装
本
分
冊
形
式
で
出
版
さ
れ
た
。
今
日
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
滅
多
に
な
い
こ
の
出
版
形
態
は
、
昭
和
十
年
代
に
お
い
て
も
同
じ
状
況
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
分
冊
形
式
に
幾
度
か
言
及
し
て
き
た
柳
田
泉
は
、
岩
波
文
庫
版
『
書
生
気
質
』
の
「
解
題
」（
１
）で

次
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

『
書
生
気
質
』
の
出
版
形
式
は
、
和
紙
清
朝
四
号
活
字
印
刷
で
、
分
冊
雑
誌
式
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
小
説
刊
行
の
形
式
と
し
て
頗
る

珍
ら
し
い
も
の
た
る
こ
と
は
勿
論
な
が
ら
、
往
々
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
先
生
の
創
案
に
成
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
こ
れ
は
明
治

十
二
三
年
頃
に
始
ま
る
活
字
草
双
紙
形
式
の
変
形
し
た
も
の
で
、『
書
生
気
質
』
以
前
に
既
に
、
三
遊
亭
円
朝
の
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』（
明

治
十
七
年
）、
伊
東
専
三
『
名
立
波
龍
神
於
珠
』
な
ど
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
寧
ろ
此
の
頃
も
て
囃
さ
れ
か
け
た
新
し
い
出
版
形

式
だ
と
い
ふ
の
で
出
版
者
側
で
提
案
す
る
か
暗
示
す
る
か
し
た
も
の
を
、
先
生
の
側
で
そ
の
ま
ゝ
採
用
し
た
も
の
と
考
へ
た
い
。
或
は
、

未
完
成
の
も
の
を
一
部
づ
ゝ
出
版
す
る
と
い
ふ
都
合
か
ら
、
先
生
が
か
ゝ
る
形
式
の
採
用
を
主
張
し
た
も
の
と
見
て
も
可
か
ろ
う
。
何
れ



― 152 ―

に
し
て
も
、
先
生
の
創
案
で
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
文
章
が
収
録
さ
れ
た
岩
波
文
庫
は
、
円
本
ブ
ー
ム
に
追
随
し
て
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
林
哲
夫
の
指
摘（
２
）の
よ

う
に
、
共
通
の
装
幀
を
施
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
文
庫
本
に
お
い
て
、
そ
の
書
物
が
本
来
備
え
て
い
た
特
徴
を
語
る
こ
と
は
、
明
治
は
遠
く
な
り

に
け
り
に
な
っ
た
今
日
、
一
層
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
引
用
部
は
、『
書
生
気
質
』
の
分
冊
形
式
に
先
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
一
体
誰
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
分
冊
形
式
を
選

ん
だ
の
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
出
版
社
の
提
案
に
よ
る
、
も
し
く
は
「
未
完
成
の
も
の
を
一
部
づ
ゝ
出
版
す
る
」
た
め
に
逍
遙
が
選
ん

だ
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
部
分
で
あ
る
。
柳
田
は
「『
小
説
神
髄
』
の
成
立
」（
３
）で

、同
じ
く
分
冊
形
式
が
用
い
ら
れ
た
『
小
説
神
髄
』（
松

月
堂
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
九
月
か
ら
明
治
一
九
年
四
月
・
全
九
冊
）
の
出
版
経
緯
を
逍
遙
の
日
記
を
元
に
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時

も
真
相
究
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

分
冊
形
式
の
先
例
に
つ
い
て
は
、
亀
井
秀
雄
の
指
摘
も
あ
る
の
で
引
い
て
お
く
。
こ
ち
ら
は
『
小
説
神
髄
』
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
約
二
〇
ペ
ー
ジ
の
、
こ
よ
り
で
綴
じ
た
簡
便
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
形
式
の
冊
子
で
あ
り
、
版
の
サ
イ
ズ
を
別
に
す
れ
ば
、
福
沢
諭

吉
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
に
倣
っ
た
出
版
方
法
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
（
４
）

　

後
の
文
脈
を
見
る
と
、
亀
井
の
意
図
は
『
小
説
神
髄
』
の
印
象
を
明
治
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
た
る
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
た
し
か
に
逍
遙
の
二
作
と
似
て
い
な
く
も
な
い
。『
書
生
気
質
』、『
小
説
神
髄
』
は
共
に
半
紙
本
（
約
二
四
×
一
七
㎝
）

で
和
装
本
。
だ
い
た
い
一
冊
一
〇
丁
（
約
二
〇
頁
）
で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
和
装
本
に
多
く
用
い
ら
れ
る
四
ツ
目
綴
じ
で
は
な
く
、
亀
井
の

い
う
通
り
、
こ
よ
り
を
二
カ
所
に
打
っ
て
綴
じ
て
い
る
こ
と
だ
。
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こ
の
出
版
形
式
を
選
ん
だ
の
が
誰
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
分
冊
形
式
の
先
例
は
も
う
少
し
追
い
か
け
る
こ
と
が
で

き
そ
う
だ
。『
怪談

牡
丹
燈
籠
』、『
名
立
波
龍
神
於
珠
』、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
は
確
か
に
『
書
生
気
質
』・『
小
説
神
髄
』
に
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
で

あ
る
。
し
か
し
、『
書
生
気
質
』
が
出
版
さ
れ
る
際
に
は
こ
の
三
作
以
上
に
『
小
説
神
髄
』
が
、
そ
し
て
、『
小
説
神
髄
』
出
版
時
に
は
『
書
生

気
質
』
が
造
本
へ
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
。

分
冊
形
式

　

逍
遙
は
『
書
生
気
質
』
以
前
に
も
書
物
出
版
に
関
係
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
『
ラ
マ
ム
ア
の
花
嫁
』
の
訳
書
『
春

し
ゅ
ん
ぷ
う風

情じ
ょ
う
わ話

』（
慶

應
義
塾
出
版
社
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
四
月
）。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
『
湖
上
の
美
人
』
の
訳
書
『
泰た
い
せ
い西

活か
つ
げ
き劇　

春し
ゅ
ん
そ
う
き

窓
綺
話わ

』（
共

同
出
版
会
社
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
）。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
の
訳
書
『
該し
い
ざ
る撒
奇き
だ
ん談　

自じ
ゆ
う
の由
太た

ち刀
余な
ご
り
の波

鋭き
れ
あ
じ鋒
』（
東
洋
館
、
明
治
一
七
年
五
月
）。
リ
ッ
ト
ン
『
リ
エ
ン
ジ
ー
』
の
訳
書
『
開か
い
か
ん巻
悲ひ
ふ
ん憤　

慨が
い

世せ
い
し
で
ん

士
伝
』（
晩
青
堂
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）

年
二
月
）。『
慨
世
士
伝
』
に
は
異
装
版（
５
）も

あ
る
が
、
こ
れ
ら
四
作
は
全
て
洋
装
本
で
あ
っ
た
。
大
沼
宜
規
「
明
治
期
に
お
け
る
和
装
本
・
洋
装

本
の
比
率
調
査
」（
６
）は

、「
洋
装
本
が
主
流
に
な
っ
た
後
〔
明
治
一
八
か
ら
二
〇
年
以
降
〕
も
、
旧
来
か
ら
の
宗
教
的
・
倫
理
的
分
野
や
、
和
風
な

趣
味
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
一
部
の
分
野
で
は
、
比
較
的
多
く
の
書
物
が
和
装
本
の
形
態
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
実
用
性
が
重
視
さ

れ
る
分
野
、
西
洋
文
物
・
文
化
を
移
入
・
紹
介
す
る
分
野
に
和
装
本
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

書
物
の
装
丁
選
択
が
単
な
る
技
術
的
・
経
済
的
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。
書
物
の
造
本
が
内
容
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
て
い
た
以
上
、
翻
訳
書
で
あ
る
四
作
が
洋
装
な
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た（
７
）。

　

で
は
、
出
版
社
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。『
書
生
気
質
』
を
出
版
し
た
晩
青
堂
の
出
版
物
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
澤
眞
吉
『
英
仏
商
法
比
較
要
論
』（
二
巻
、
明
治
一
八
年
一
月
）（
８
）。
逍
遙
『
開
巻
悲
憤　

慨
世
士
伝
』（
初
編
、
明
治
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一
八
年
二
月
）。
高
田
早
苗
『
英
国
政
典
』（
全
、
明
治
一
八
年
二
月
）
の
三
作
（
四
冊
）
は
全
て
洋
装
本
で
、『
書
生
気
質
』
に
似
た
形
式
の
も

の
は
な
い
。

　

ま
た
、『
小
説
神
髄
』
を
刊
行
し
た
松
月
堂
の
書
物
は
、『
小
説
神
髄
』
以
外
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
刊
記
に
記
さ
れ
た
松
月
堂
の
所
在
地

を
見
る
と
、「
東
京
本
郷
区
湯
島
切
通
町
三
番
地
」
と
あ
る
。
こ
の
住
所
は
出
版
人
の
松
永
作
次
郎
の
住
所
で
あ
る
。
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
九
月
に
は
、
同
名
の
「
松
永
作
次
郎
」
名
義
で
浮
世
絵
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
社
の
住
所
が
異
な
る（
９
）。
書
店
名
の
み
な
ら
ば
、
山
田

美
妙
『
新
体
詞
華　

少
年
姿
』（
香
雲
書
屋
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
一
〇
月
）
巻
末
の
売
捌
書
肆
や
、
同
じ
く
美
妙
『
新
体
詞
選
』（
香

雲
書
屋
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
二
月
再
版
）
巻
末
の
売
捌
書
肆
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
店
は
構
え
て
い
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
松
月
堂
は
販
売
を
主
に
し
た
書
肆
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

著
者
と
出
版
社
に
は
分
冊
形
式
の
先
例
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
柳
田
に
倣
っ
て
当
時
の
出
版
物
へ
と
目
を
転
じ
、
三
田
村
鳶
魚
「
明
治
式

合
巻
の
外
観
」（
（1
（

を
引
用
し
た
い
。

明
治
の
小
説
を
画
す
べ
き
当
世
書
生
気
質
が
、
合
巻
で
も
な
く
、
洋
綴
で
も
な
く
、
雑
誌
と
も
見
る
べ
き
日
本
紙
へ
刷
つ
た
分
冊
で
刊
行

さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
最
も
新
し
い
型
式
た〔
マ
マ
〕つ

た
。

　

こ
こ
に
い
う
「
新
し
い
型
式
」
を
、
鳶
魚
が
「
書
生
気
質
の
発
行
方
法
其
他
」（
（1
（

で
詳
し
く
述
べ
る
に
は
、「
小
説
雑
誌
の
伝
統
さ〔

マ
マ
〕れ

、
速
記
物

を
立
派
に
し
た
清
朝
活
字
を
採
用
し
た
こ
と
」
が
、「
新
し
い
発
行
方
法
」
で
あ
っ
た
。
補
足
す
る
と
、「
小
説
雑
誌
」
と
は
月
三
回
四
回
と
発

行
し
て
読
み
物
を
分
載
し
た
『
芳
譚
雑
誌
』
な
ど
を
総
称
し
て
お
り
、「
清
朝
活
字
」
は
版
木
に
代
っ
て
活
字
を
用
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
鳶
魚
の
感
じ
た
『
書
生
気
質
』
の
「
新
し
さ
」
と
は
、
新
時
代
の
出
版
技
術
そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
。

　

前
田
愛
の
「
明
治
初
期
戯
作
出
版
の
動
向　

近
世
出
版
機
構
の
解
体
」（
（1
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
版
木
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
幕
末
の
長
編
合
巻
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が
「
季
節
的
な
需
要
と
も
見
合
っ
た
「
春
秋
二
度
の
發
兌
」（『
高
橋
阿
伝
夜
叉
譚
』）
が
ふ
つ
う
」
で
、「
一
年
に
出
版
さ
れ
る
分
量
は
せ
い
ぜ

い
二
編
か
ら
三
編
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
明
治
十
年
代
に
は
活
版
活
字
が
普
及
し
、
旧
時
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
印
刷
・
発
行
速

度
が
増
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
の
痕
跡
を
、
柳
田
・
亀
井
の
例
示
し
た
分
冊
形
式
の
書
物
は
く
っ
き
り
と
留
め
て
い
る
。
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
二
月
刊
行
の
初
版
本
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
は
四
六
判
平
綴
じ
の
活
版
本
だ
。
た
だ
し
分
冊
形
式
と
し
て
は
、
当
初
一
冊
完
結
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、大
反
響
の
た
め
書
き
継
が
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、後
述
の
二
作
と
は
性
格
が
異
な
る
。
初
版
本
題
箋
に
記
さ
れ
た
「
全
」

に
は
そ
の
よ
う
な
訳
が
あ
り（
（1
（

、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
一
月
に
二
編
を
出
版
す
る
際
に
、
改
め
て
先
の
「
全
」
を
初
編
と
改
め
た
の
で
あ
っ

た
。

　

鳶
魚
の
い
う
「
小
説
雑
誌
」
に
連
な
る
の
は
『
龍
神
於
珠
』
や
『
牡
丹
燈
籠
』
で
あ
り
、
中
本
版
に
清
朝
明
朝
活
字
で
刷
ら
れ
た
。
伊
東
専

三
『
名
立
波
龍
神
於
珠
』
は
、
一
五
冊
の
分
冊
を
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
四
月
か
ら
七
月
の
三
か
月
間
に
わ
た
っ
て
発
行
。
出
版
届
は
三

月
九
日
と
五
月
二
〇
日
の
二
回
に
わ
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
初
編
か
ら
五
編
、
六
編
か
ら
一
五
編
ま
で
と
な
る
。
刊
記
を
み
る
と
、
初
編
か

ら
五
編
が
十
日
お
き
に
出
版
さ
れ
た
が
、
六
編
発
行
に
は
そ
れ
か
ら
ひ
と
月
余
が
開
い
て
お
り
、
六
編
以
降
の
執
筆
・
出
版
準
備
に
掛
か
っ
た

時
間
が
察
せ
ら
れ
る
。
三
遊
亭
円
朝
演
術
・
若
林
筆
記
の
『
牡
丹
燈
籠
』
も
ま
た
、
講
談
全
編
が
文
字
に
起
こ
さ
れ
る
前
か
ら
出
版
さ
れ
始
め

た
こ
と
が
、
版
権
免
許
日
と
出
版
日
か
ら
見
て
取
れ
る（
（1
（

。
そ
の
う
え
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
「
第
九
編
」
巻
末
に
は

次
の
よ
う
な
付
録
広
告
が
付
さ
れ
て
い
る
。

此
書
素
よ
り
円
朝
子
の
承ゆ
る
し諾

を
得
て
筆か

き
し
る記

せ
し
も
の
な
れ
ど
も
子
の
繁い

そ
が
し忙

き
と
出
版
を
取
急
ぎ
た
る
と
に
依
り
原
稿
の
校
閲
を
子
に
請
ふ

の
暇
な
く
草
卒
印
刷
に
附
し
た
れ
バ
往
々
不
完
全
の
歎な
げ
きを

免
れ
ざ
る
に
あ
り
〔
…
〕
第
十
編
以
下
三
冊
ハ
過さ

き
ご
ろ般

版
権
を
出
願
し
た
れ
バ
免

許
を
蒙
る
ま
で
暫
く
牡
丹
燈
籠
の
発
兌
を
見
合
せ
版
権
免
許
次
第
第
十
編
以
下
三
冊
ハ
一い
ち
ど途

に
発
兌
す
べ
し
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刊
記
を
み
る
と
、
一
〇
か
ら
一
三
編
の
四
冊
は
す
べ
て
一
〇
月
八
日
の
版
権
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
〇
・
一
一
編
は
一
〇
月
の
発
行
、

一
二
・
一
三
編
は
一
二
月
の
発
行
で
あ
る
の
で
、「
一
途
に
発
兌
」
と
は
謳
っ
て
も
、
や
は
り
製
本
出
来
次
第
発
行
し
て
い
た
よ
う
だ
。
以
上
の

よ
う
に
、
分
冊
形
式
の
書
物
は
、
全
編
の
脱
稿
を
待
た
ず
に
書
き
上
が
っ
た
も
の
か
ら
順
次
出
版
届
を
出
し
印
刷
さ
れ
た
と
い
う
共
通
点
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
『
小
説
神
髄
』
と
『
書
生
気
質
』
は
、『
牡
丹
燈
籠
』
を
出
版
し
た
東
京
稗
史
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
稲
垣
達
郎（
（1
（

や
関
良
一
が
示
し
た
見
解
の
通
り
、
分
冊
発
行
さ
れ
た
『
書
生
気
質
』『
小
説
神
髄
』
の
直
接
的
な
雛
形
は
『
牡
丹
燈
籠
』
と
考

え
る
の
が
妥
当
な
の
だ
が
、
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。

東
京
稗
史
出
版
社
と
逍
遙

　

東
京
稗
史
出
版
社
に
つ
い
て
は
、
磯
部
敦
が
『
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』（

（1
（

等
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
詳

細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。
東
京
稗
史
出
版
社
は
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
創
業
の
、
馬
琴
の
復
刻
を
予
約
出
版
の
形
式
で
発
行
し
た
新
興
の
出

版
社
で
あ
っ
た
。

　

逍
遙
の
日
記
「
幾
む
か
し
」（
（1
（

に
は
、東
京
稗
史
出
版
社
の
社
員
・
中
尾
直
治
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
最
初
の
記
事
は
、明
治
一
七
（
一
八
八
四
）

年
三
月
「
稗
史
出
版
社
々
員
中
尾
直
治　

近
藤
義
住　

臼
井
五
郎
等
に
招
か
れ
て　

新
富
座
に
観
劇
」
で
あ
る
。
こ
の
日
の
こ
と
は
東
京
稗
史

出
版
社
側
の
回
想
に
も
出
て
く
る
。
逍
遙
が
『
牡
丹
燈
籠
』
に
序
文
を
書
い
た
経
緯
を
、
大
柴
四
郎
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

そ
の
頃
〔
明
治
一
七
年
〕
先
生
は
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
ホ
ヤ
〳
〵
の
文
学
士
で
…
…
学
士
と
云
へ
ば
何
う
し
て
大
し
た
も
の
で
し
た

…
…
版
元
の
近
藤
某
は
元
来
抜
け
目
の
な
い
人
で
し
た
か
ら
こ
の
新
進
の
坪
内
学
士
を
取
込
ん
で
置
け
ば
都
合
が
よ
い
と
云
ふ
の
で
、
予
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て
芝
居
好
き
の
先
生
を
一
夕
新
富
座
へ
御
招
待
申
上
げ
そ
の
帰
り
に
万
安
で
夕
飯
を
差
し
上
げ
る
と
い
ふ
下
へ
も
置
か
ぬ
も
て
な
し
先
生

も
す
つ
か
り
お
喜
び
に
な
り
〔
…
〕『
牡
丹
燈
籠
』
の
序
文
も
そ
の
時
分
に
出
来
た
も
の
と
思
ひ
ま
す（
（1
（

　

こ
の
こ
ろ
地
位
の
あ
る
者
に
序
文
や
跋
文
を
も
ら
う
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め（
（1
（

、
東
京
稗
史
出
版
社
は
学
士
で
あ
る
逍
遙
に
『
牡
丹
燈
籠
』

の
序
文
を
書
か
せ
よ
う
と
画
策
し
た
よ
う
だ
。
気
を
よ
く
し
た
と
い
う
逍
遙
は
、こ
れ
を
受
け
て
合
巻
版
の『
牡
丹
燈
籠
』（
明
治
一
八（
一
八
八
五
）

年
二
月
）に
序
文
を
書
い
た
。
そ
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、観
劇
を
機
に
、中
尾
が
度
々
逍
遙
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
幾

む
か
し
」
よ
り
訪
問
の
理
由
が
記
さ
れ
た
も
の
を
引
い
て
お
く
。

中
尾
直
治
来
り
小
説
の
事
を
談
ず　
（
明
治
一
七
年
七
月
一
八
日
）

中
尾
直
治
来
る
、
小
説
神
髄
の
予
約
を
な
す　
（
明
治
一
八
年
二
月
七
日
）

中
尾
に
逢
う
て
書
生
気
質
の
予
約
を
な
す　
（
同
年
四
月
九
日
）

　
「
幾
む
か
し
」
の
記
述
が
、
作
品
タ
イ
ト
ル
を
省
略
す
る
傾
向
に
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、「
小
説
の
事
を
談
ず
」
の
「
小
説
」
が
『
小
説
神
髄
』

の
略
称
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
東
京
稗
史
出
版
社
は
出
版
企
画
を
積
極
的
に
持
ち
か
け
る
出
版
社
で
あ
っ
た
。『
小
説
神
髄
』
の
出
版

も
東
京
稗
史
出
版
社
主
導
で
計
画
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

例
え
ば
『
牡
丹
燈
籠
』
の
速
記
者
・
若
林
玵
蔵
は
、「
そ
の
社
〔
東
京
稗
史
出
版
社
〕
の
中
尾
某
が
余
の
所
に
来
て
、
当
時
一
流
の
落
語
家
三

遊
亭
円
朝
の
人
情
話
を
寄
席
の
高
座
で
話
す
の
を
そ
の
ま
ゝ
速
記
し
て
出
版
す
る
こ
と
を
快
諾
し
た
か
ら
、
速
記
し
て
く
れ
」（
（2
（

と
述
べ
た
こ
と
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を
紹
介
し
、
東
京
稗
史
出
版
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
こ
と
を
回
想
す
る
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
円
朝
の
発
言
自
体
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
快

諾
し
た
」
と
い
う
円
朝
に
対
し
て
も
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
側
か
ら
接
近
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
証
拠
に
、「
円
朝
に
は
稗
史
出
版
会〔
マ
マ
〕社
か
ら
交
渉

し
た
と
こ
ろ
、
承
諾
を
得
た
」（
（2
（

と
い
う
若
林
の
別
の
回
想
も
あ
る
。
ま
た
大
柴
四
郎
に
よ
れ
ば
、
円
朝
は
「
原
稿
料
が
一
文
も
い
ら
な
い
、
た
ゞ

先
方
は
人
気
稼
業
だ
か
ら
時
々
気
散
し
を
や
ら
し
て
く
れ
」（
（2
（

と
い
う
条
件
と
な
っ
た
。「
新
進
の
坪
内
学
士
を
取
込
ん
で
置
け
ば
都
合
が
よ
い
」（
大

柴
）
の
よ
う
な
積
極
的
な
姿
勢
で
、
東
京
稗
史
出
版
社
は
書
籍
出
版
を
主
導
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（
（2
（

。
仮
に
「
小
説
の
事
を
談
ず
」
の
「
小
説
」

が
『
小
説
神
髄
』
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
日
の
会
話
が
『
小
説
神
髄
』
出
版
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

発
行
準
備
の
進
捗
状
況

　

再
び
「
幾
む
か
し
」
の
記
述
に
戻
る
と
、
中
尾
と
逍
遙
が
「
小
説
の
事
を
談
」
じ
た
翌
年
の
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
二
月
七
日
に
『
小

説
神
髄
』
の
出
版
予
約
が
交
わ
さ
れ
た
。『
書
生
気
質
』
の
予
約
は
二
か
月
後
の
四
月
二
三
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
、ま
ず
は
『
官
報
』

に
従
い
、
二
作
の
準
備
の
進
捗
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

　

明
治
一
八
年
四
月
一
八
日
の
『
官
報
』（
五
三
六
号
）「
版
権
書
目
広
告
」
に
お
い
て
、『
小
説
神
髄
』
の
版
権
が
九
日
付
で
発
布
さ
れ
て
い
る
。

引
用
中
の
「
同
」
と
は
〝
同
右
〟
の
こ
と
で
、
出
版
地
が
東
京
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

小
説
神
髄　

大
本
二
冊　

著　
　

坪
内
雄
蔵　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
版　

中
尾
直
治

　

そ
の
一
方
で
『
書
生
気
質
』
の
版
権
認
可
が
確
認
で
き
る
の
は
、
同
年
五
月
二
五
日
の
『
官
報
』（
五
六
七
号
）「
版
権
書
目
広
告
」
で
、

一
八
日
付
で
あ
っ
た
。
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一
読
三
歎

当
世
書
生
気
質　

大
本
三
冊　

著　
　

坪
内
雄
蔵　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
版　

中
尾
直
治

　

こ
の
よ
う
に
『
書
生
気
質
』
の
版
権
が
認
可
さ
れ
る
の
は
『
小
説
神
髄
』
よ
り
も
一
と
月
以
上
後
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、
実
際
に
松
月
堂
か

ら
『
小
説
神
髄
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
晩
青
堂
か
ら
『
書
生
気
質
』
が
出
版
さ
れ
始
め
て
三
か
月
後
の
九
月
の
こ
と
。
い
つ
の
間
に
か
作
業

の
進
行
が
逆
転
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

参
考
ま
で
に
「
幾
む
か
し
」
か
ら
例
を
出
せ
ば
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
二
二
日
に
起
稿
し
た
『
慨
世
士
伝
』
は
一
〇
月
一
〇
日

に
出
版
の
予
約
が
結
ば
れ
、
一
二
月
二
二
日
に
脱
稿
。
版
権
取
得
は
や
や
先
ん
じ
て
一
二
月
一
八
日
付
で
二
二
日
の
『
官
報
』（
四
四
七
号
）
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
一
月
一
〇
日
に
校
正
、
同
月
二
〇
日
頃
に
は
製
本
が
完
了
し
、
上
巻
が
発
行
さ
れ
る
（
下
巻
の
出
版
は
不
詳
）。
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
版（
（2
（

の
奥
付
で
は
出
版
日
は
空
欄
で
、
二
月
発
行
（『
読
売
新
聞
』
で
は
三
月
五
日
に
出
版
広
告
が
み
ら
れ
る
）。
洋
装
本
の
例

で
あ
り
、
発
行
部
数
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
脱
稿
か
ら
一
と
月
で
三
八
四
頁
の
本
が
完
成
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
二
月
に
出
版
予
約
を
し

た
『
小
説
神
髄
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
七
か
月
後
と
、『
慨
世
士
伝
』
の
倍
近
い
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
逍
遙
が
執
筆
に
手
間
取
っ

た
と
い
う
よ
り
も
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
側
に
問
題
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
東
京
稗
史
出
版
社
は
五
月
に
経
営
破
綻
し
た
の
で
あ
る（
（2
（

。

　

東
京
稗
史
出
版
社
の
「
版
権
書
目
広
告
」
と
、
晩
青
堂
・
松
月
堂
の
実
際
の
出
版
物
と
を
比
べ
る
と
、
出
版
順
序
の
逆
転
の
ほ
か
に
、
二
作

が
「
大
本
」
で
企
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
相
違
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
二
作
は
共
に
半
紙
本
の
判
型
で
出
版
さ
れ
た
。
半
紙
本
の
場
合
は
、「
版

権
書
目
広
告
」
に
は
「
中
本
」
と
記
さ
れ
る（
（2
（

。
さ
ら
に
目
を
引
く
変
更
点
は
、
実
際
に
は
九
冊
の
分
冊
で
あ
っ
た
『
小
説
神
髄
』
が
「
二
冊
」

と
さ
れ
て
お
り
、
一
七
冊
の
分
冊
で
あ
っ
た
『
書
生
気
質
』
が
「
三
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
『
書
生
気
質
』
の
冊
数
に
つ
い
て
磯
部
敦
は
、「
同
書
〔『
書
生
気
質
』〕
の
版
権
を
取
得
し
た
の
は
明
治
一
八
年
五
月
一
八
日
の
こ
と
で
、「
大

本
三
冊
」
で
出
版
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
」（
（2
（

と
し
て
い
た
。
た
だ
し
判
断
を
下
す
前
に
『
官
報
』
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
八
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月
七
日
（
六
三
一
号
）
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
八
月
六
日
付
で
再
び
『
書
生
気
質
』
の
版
権
が
発
布
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
読
三
歎

当
世
書
生
気
質　

中
本
二
冊　

著　
　

坪
内
雄
蔵　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
版　

間
野
秀
俊

　

出
版
さ
れ
た
『
書
生
気
質
』
の
奥
付
や
刊
記
と
見
比
べ
て
み
る
と
、
五
月
二
五
日
付
の
版
権
は
『
書
生
気
質
』「
第
一
号
」
か
ら
「
第
三
号
」

分
に
相
当
し
、
八
月
六
日
付
の
版
権
は
「
第
四
号
」「
第
五
号
」
分
に
相
当
す
る
。「
第
六
号
」
以
下
も
同
様
に
、
別
々
に
版
権
を
取
得
し
て
い

る（
（2
（

。『
書
生
気
質
』
は
、『
牡
丹
燈
籠
』
や
『
名
立
波
龍
神
於
珠
』
と
同
じ
く
、
全
編
の
脱
稿
を
待
た
ず
に
分
冊
で
出
そ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た

の
だ
。
そ
の
一
方
で
『
小
説
神
髄
』
の
版
権
に
関
す
る
記
述
は
明
治
一
八
年
四
月
一
四
日
の
『
官
報
』（
五
三
六
号
・
四
月
九
日
付
）
の
ほ
か
に

は
な
い
。
分
冊
『
小
説
神
髄
』
の
刊
記
・
奥
付
を
見
て
も
、「
第
一
冊
」
か
ら
「
第
九
冊
」
の
全
て
に
四
月
九
日
付
の
版
権
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
小

説
神
髄
』
の
原
稿
は
こ
の
日
に
は
全
編
分
が
入
稿
さ
れ
て
お
り（
（2
（

、
そ
の
う
え
で
上
下
巻
の
二
冊
本
で
出
版
さ
れ
る
予
定
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
東
京
稗
史
出
版
社
が
『
小
説
神
髄
』
を
「
全
二
巻
」
で
発
行
す
る
旨
を
記
し
た
近
刊
広
告（
（3
（

か
ら
も
、
二
冊
本
で
の
出
版
計
画
は
間
違

い
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

次
は
判
型
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
小
説
神
髄
』
の
「
第
一
冊
」
か
ら
「
第
九
冊
」
の
す
べ
て
の
柱
に
は
「
東
京
稗
史
出
版
社
」
と
あ
る
。
実
際

の
出
版
社
・
松
月
堂
（
松
永
作
次
郎
）
と
は
異
な
る
社
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
稗
史
出
版
社
が
印
刷
を
す
で
に
完
了
さ
せ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、『
書
生
気
質
』
の
柱
に
は
正
し
く
晩
青
堂
の
社
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
版
権
譲
渡
の
時
点

に
お
い
て
、
東
京
稗
史
出
版
社
は
『
書
生
気
質
』
の
印
刷
ま
で
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
書
生
気
質
』
は
、
晩
青
堂
の
下
で
半
紙
本

の
判
型
が
選
ば
れ
、『
小
説
神
髄
』
の
大
本
か
ら
の
判
型
変
更
は
東
京
稗
史
出
版
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
山
本
和
明
に
よ
る
と
、「
鈴
木
重
嶺
『
雅

言
解
』「
出
版
版
権
御
願
」
で
も
「
大
本
」
と
記
し
な
が
ら
、
版
本
の
大
き
さ
は
「
中
本
」
と
な
っ
て
い
た
」（
（3
（

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
変
更
は
可

能
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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『
書
生
気
質
』
の
四
号
以
降
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
先
に
挙
げ
た
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
八
月
七
日
の
『
官
報
』（
六
三
一
号
）
で
、『
書
生

気
質
』
の
「
第
四
号
」「
第
五
号
」
は
「
中
本
」
と
さ
れ
て
い
る
。
出
版
人
は
間
野
秀
俊
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
連
す
る
記
述
を
、
再
び
逍
遙

日
記
「
幾
む
か
し
」
よ
り
引
用
す
る
。

中
尾
失
敗
し　

芝
区
三
田
台
裏〔
マ
マ
〕町
十
七
番
地
に
移
転　

書
生
気
質
破
約
と
な
る　

間
野
に
譲
る　
（
明
治
一
八
年
五
月
一
七
日
）

中
尾
直
治
来
り
、
書
生
気
質
版
権
譲
受
を
す　

間
野
と
出
版
を
相
談
す　
（
同
年
五
月
二
四
日
）

　

東
京
稗
史
出
版
社
は
、『
書
生
気
質
』
の
版
権
を
申
請
し
た
直
後
、
経
営
に
「
失
敗
」
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
た
「
版
権
譲
受
」
は
、

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
出
版
条
令
第
十
三
条
で
「
版
権
年
限
未
タ
終
ラ
サ
ル
ノ
間
ハ
版
主
ノ
相
続
人
ニ
伝
フ
ヘ
シ
／
但
シ
版
権
譲
受
ノ
由

ヲ
相
続
人
ヨ
リ
内
務
省
ヘ
届
ケ
出
ヘ
シ
」（
（3
（

と
許
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
間
野
が
『
書
生
気
質
』「
第
四
号
」「
第
五
号
」
の
版
権
を
「
中
本
」

で
申
請
し
て
い
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、六
月
か
ら
出
版
し
始
め
た
『
書
生
気
質
』「
第
一
号
」
か
ら
「
第
三
号
」
を
半
紙
本
に
し
た
た
め
で
、『
小

説
神
髄
』
と
同
じ
判
型
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

『
小
説
神
髄
』
の
分
冊
形
式

　

東
京
稗
史
出
版
社
が
倒
産
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、『
小
説
神
髄
』
は
半
紙
本
上
下
二
冊
で
、『
書
生
気
質
』
は
半
紙
本
分
冊
形
式
で
出
版
さ
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
装
丁
の
簡
易
な
『
書
生
気
質
』
の
見
栄
え
が
気
に
な
る
が
、
東
京
稗
史
出
版
社
に
は
ひ
と
つ
の
構
想
が
あ
っ
た
。

分
冊
形
式
の
先
例
で
あ
る
『
牡
丹
燈
籠
』
の
表
紙
裏
に
は
、
次
の
「
社
告
」（
（3
（

が
記
さ
れ
て
い
た
。
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本
書
を
前
金
に
て
購
求
せ
ら
る
ゝ
諸
君
へ
は
全
備
の
後
本
書
を
当
社
へ
御
廻
送
あ
ら
ば
更
に
序
文
口
絵
を
加
へ
無
代
価
に
て
美
麗
に
製
本

す
べ
し

　

実
際
に
「
美
麗
に
製
本
」
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、分
冊
形
式
は
仮
の
か
た
ち
で
、後
に
は
製
本
が
控
え
て
い
た（
（3
（

。
も
し
も
『
書

生
気
質
』
が
予
定
通
り
東
京
稗
史
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
な
ら
ば
、『
牡
丹
燈
籠
』
同
様
の
「
社
告
」
が
添
え
ら
れ
、
刊
行
終
了
後
に
「
美
麗

に
製
本
」
す
る
計
画
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
製
本
さ
れ
た
『
書
生
気
質
』
は
、『
小
説
神
髄
』
に
よ
く
似
た
造
本
の
書
物
と
な
っ
て
い
た

は
ず
だ
。『
書
生
気
質
』の
分
冊
形
式
は
、東
京
稗
史
出
版
社
の
選
ん
だ
得
意
の
形
式
な
の
で
あ
っ
た
。
晩
青
堂
は「
美
麗
に
製
本
」こ
そ
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
分
冊
発
行
は
東
京
稗
史
出
版
社
が
『
牡
丹
燈
籠
』
に
用
い
た
手
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
い
っ
て
い
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
同
じ
く
分
冊
形
式
で
出
版
さ
れ
た
『
小
説
神
髄
』
に
は
不
思
議
な
点
が
あ
る
。
最
終
丁
の
文
章
が
中
途
半
端
に
途
切
れ
て
い

る
の
だ
。「
第
一
冊
」
を
例
に
す
る
と
、「
別
に
聖
賢
の
書
を
閲
し
て
已
に
道
義
を
し
も
弁
知
し
た
れ
ば
」
と
続
く
文
章
が
、「
別
に
聖
賢
の
書
」

ま
で
で
唐
突
に
終
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
小
説
神
髄
』
が
後
に
「
製
本
」
さ
れ
た
な
ら
ば
違
和
感
は
な
く
な
る
の
だ
が
、『
書
生
気
質
』
で
は
文
章

が
次
号
に
ま
た
ぐ
こ
と
は
な
く
、
最
終
丁
内
に
区
切
り
よ
く
収
ま
る
よ
う
組
版
が
な
さ
れ
て
い
る
。
東
京
稗
史
出
版
社
が
発
行
し
た
分
冊
『
牡

丹
燈
籠
』
も
同
様
で
、
毎
回
「
怪
談
牡
丹
燈
籠
第
壱
編
終
」
と
い
っ
た
区
切
り
が
明
示
さ
れ
る（
（3
（

。

　

こ
の
謎
は
、
東
京
稗
史
出
版
社
が
印
刷
を
終
え
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

西
野
嘉
章
は
「
合
巻
」（
（3
（

に
お
い
て
『
小
説
神
髄
』
の
分
冊
形
式
を
「
江
戸
戯
作
で
使
い
古
さ
れ
た
出
版
形
式
」
や
「
旧
式
」
と
評
し
て
い
る
が
、

こ
の
見
解
で
は
先
の
謎
は
解
け
な
い
。

　
『
小
説
神
髄
』
は
〔
…
〕
上
下
二
巻
で
の
出
版
を
予
告
し
て
い
た
東
京
稗
史
出
版
社
が
、原
稿
を
刷
り
上
げ
た
段
階
で
事
業
に
行
き
詰
ま
り
、

出
版
は
頓
挫
。
版
芯
に「
東
京
稗
史
出
版
社
」と
あ
る
刷
り
出
し
を
本
郷
湯
島
切
通
し〔
マ
マ
〕に
あ
っ
た
松
月
堂
が
譲
り
受
け
、同
年〔
明
治
一
八
年
〕
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九
月
か
ら
分
冊
形
式
で
の
発
売
が
開
始
さ
れ
た
。〔
…
〕
表
紙
は
本
文
と
共
紙
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
表
紙
と
し
て
は
軟
弱
す
ぎ
る
き
ら
い

も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
冊
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
「
合
巻
」
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

西
野
は
分
冊
形
式
の
後
に
出
版
さ
れ
た
松
月
堂
合
巻
版
の
存
在
を
知
っ
た
う
え
で
、「「
合
巻
」
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
」
と
判
断
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
西
野
の
判
断
は
、
既
に
刷
り
上
が
っ
て
い
る
書
物
が
わ
ざ
わ
ざ
分
冊
形
式
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
へ
の
疑
問
を
解

消
す
る
見
解
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
不
十
分
だ
。
先
に
見
た
通
り
、
分
冊
形
式
と
は
全
編
の
脱
稿
に
先
ん
じ
た
発
行
開
始
を
目
的
と
し
て
い
た
。

原
稿
が
揃
い
、
印
刷
も
完
了
し
て
い
る
の
な
ら
ば
初
め
か
ら
全
編
発
行
が
出
来
る
。
西
野
は
こ
の
後
『
書
生
気
質
』
を
あ
げ
、
分
冊
形
式
の
出

版
終
了
後
に
合
巻
版
が
発
売
さ
れ
る
点
で
「
同
じ
手
順
」
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
原
稿
が
揃
う
度
に
版
権
を
得
る
と
い
う
い
わ
ば
通
常
の
分
冊

形
式
を
も
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
書
生
気
質
』
と
、
全
編
を
脱
稿
し
版
権
を
得
た
う
え
印
刷
ま
で
済
ま
せ
て
い
た
『
小
説
神
髄
』
と
で
は
、
お
の

ず
と
分
冊
の
意
味
は
異
な
る
。
解
決
の
糸
口
と
な
る
の
は
、
磯
部
敦
が
指
摘
す
る
東
京
稗
史
出
版
社
版
の
『
小
説
神
髄
』
上
下
二
冊
本
の
存
在

で
あ
る
。

明
治
大
学
図
書
館
お
よ
び
千
葉
県
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
小
説
神
髄
』
二
冊
本
は
松
月
堂
の
刊
行
に
な
る
も
の
だ
が
、
黄
土
色
無
地
の
表

紙
に
「
東
京
稗
史
出
版
社
之
章
」
の
型
押
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、東
京
稗
史
出
版
社
版
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。〔
…
〕
版
権
譲
渡
の
際
に
、

製
本
と
も
ど
も
一
緒
に
渡
し
た
よ
う
だ
。（
（3
（

　

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
四
月
の
時
点
で
「
全
二
巻
」
と
い
う
広
告
が
出
て
い
た
こ
と
に
も
納
得
が
ゆ
く
。
東
京
稗
史
出
版
社
は
、
印
刷

だ
け
で
な
く
製
本
ま
で
完
了
さ
せ
、
出
版
準
備
は
調
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
月
堂
版
『
小
説
神
髄
』
で
は
、
分
冊
形
式
で
の
出
版

が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
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明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
版（
（3
（

を
調
査
し
た
の
で
、
結
果
を
以
下
に
記
す
。

　

本
編
は
枠
や
書
体
か
ら
松
月
堂
分
冊
版
（
明
治
一
九
年
五
月
以
降
に
出
版
）
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
扉
は
松
月
堂
版
の
上

下
版
と
同
じ
も
の
が
用
い
ら
れ
、「
下
巻
」
の
巻
末
に
は
正
誤
表
と
逍
遙
に
よ
る
あ
と
が
き
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
あ
と
が
き
の
署
名
に
は
「
明

治
十
九
年
五
月
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
署
名
の
日
付
か
ら
判
断
し
て
松
月
堂
の
印
刷
で
あ
る
。
た
だ
し
、
正
誤
表
と
あ
と
が
き
の
丁
の
柱
に
は
、

松
月
堂
の
印
刷
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
東
京
稗
史
出
版
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
見
た
目
に
配
慮
し
て
揃
え
た
の
で
あ
ろ
う（
（3
（

。
以
上
の

点
か
ら
、
明
治
大
学
所
蔵
版
『
小
説
神
髄
』
の
「
下
巻
」
に
つ
い
て
は
、
東
京
稗
史
出
版
社
版
本
来
の
か
た
ち
を
留
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

た
だ
し
、
仮
留
め
の
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
分
冊
化
を
免
れ
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
磯
部
の
指
摘
す
る
千
葉
県
中
央
図

書
館
所
蔵
版
を
調
査
す
る
機
会
を
ま
だ
得
な
い
が
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
表
紙
を
備
え
た
合
巻
が
複
数
冊
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東

京
稗
史
出
版
社
に
よ
っ
て
『
小
説
神
髄
』
の
製
本
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

『
書
生
気
質
』
と
『
小
説
神
髄
』
の
分
冊
形
式

　

以
上
を
踏
ま
え
、『
書
生
気
質
』
と
『
小
説
神
髄
』
の
出
版
計
画
を
示
し
て
お
こ
う
。
出
版
社
は
東
京
稗
史
出
版
社
で
あ
る
。
出
版
は
①
か
ら

⑨
ま
で
の
順
序
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

①
『
小
説
神
髄
』
の
出
版
予
約

②
『
書
生
気
質
』
の
出
版
予
約

③
『
小
説
神
髄
』
の
版
権
取
得
―
大
本
二
冊

④
『
小
説
神
髄
』
の
印
刷
・
製
本
開
始
―
半
紙
本
二
冊
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⑤
『
書
生
気
質
』
の
版
権
取
得
（
一
か
ら
三
）
―
大
本
分
冊
形
式

⑥
『
小
説
神
髄
』
の
出
版
―
半
紙
本
二
冊

⑦
『
書
生
気
質
』
の
印
刷
・
製
本
―
半
紙
本
分
冊
形
式

⑧
『
書
生
気
質
』
の
出
版
開
始
―
半
紙
本
分
冊
形
式

⑨
『
書
生
気
質
』
の
製
本
―
半
紙
本
二
冊

　

実
際
の
出
版
は
、
①
か
ら
⑤
ま
で
は
計
画
通
り
に
進
ん
だ
が
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
事
業
失
敗
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
複
雑
な
経
過
を
辿
る

こ
と
と
な
っ
た
。
予
定
と
区
別
す
る
た
め
数
字
の
色
を
反
転
さ
せ
る
。

①
『
小
説
神
髄
』
の
出
版
予
約

②
『
書
生
気
質
』
の
出
版
予
約

③
『
小
説
神
髄
』
の
版
権
取
得
―
大
本
二
冊

④
『
小
説
神
髄
』
の
印
刷
・
製
本
開
始
―
半
紙
本
二
冊

⑤
『
書
生
気
質
』
の
版
権
取
得
―
大
本
分
冊
形
式

❻
『
書
生
気
質
』
の
版
権
が
晩
青
堂
に
譲
渡
さ
れ
る

❼
『
書
生
気
質
』
の
印
刷
・
製
本
―
半
紙
本
分
冊
形
式
（
計
画
⑦
）

❽
『
書
生
気
質
』
の
出
版
開
始
―
半
紙
本
分
冊
形
式
（
計
画
⑧
）

❾
『
小
説
神
髄
』
の
版
権
と
二
冊
本
が
松
月
堂
に
譲
渡
さ
れ
る

❿
『
小
説
神
髄
』
の
表
紙
印
刷
―
二
冊
本
を
分
解
し
、
分
冊
と
し
て
再
製
本
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⓫
『
小
説
神
髄
』
の
出
版
開
始
―
半
紙
本
分
冊
形
式

　

磯
部
敦
に
よ
れ
ば
、「
半
紙
本
型
和
装
本
、
黄
土
色
無
地
の
表
紙
に
「
東
京
稗
史
出
版
社
之
章
」
と
い
う
の
が
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
出
版
物

に
共
通
す
る
装
丁
で
あ
る
」（
（4
（

の
で
、
計
画
通
り
に
出
版
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、『
書
生
気
質
』
と
『
小
説
神
髄
』
も
最
終
的
に
は
こ
の
装
丁
に
落

ち
着
い
た
は
ず
だ
。
ま
た
、
東
京
稗
史
出
版
社
が
予
約
出
版
で
馬
琴
の
復
刻
を
多
く
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
先
に
出
版
さ
れ
る
は
ず
の
『
小
説

神
髄
』
は
、
読
者
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
『
書
生
気
質
』
と
『
小
説
神
髄
』
が
、
半
紙
本
で
分
冊
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
何
か
決
定
的
な

戦
略
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
小
説
神
髄
』
に
、
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
分
冊
形
式
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
、『
書
生
気
質
』
の

発
行
方
法
と
は
無
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。『
小
説
神
髄
』
分
冊
形
式
の
戦
略
性
を
確
定
す
る
だ
け
の
資
料
が
な
く
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

巻
末
の
途
切
れ
方
だ
け
を
み
て
「
書
物
と
し
て
の
不
体
裁
」（
（4
（

だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
書
生
気
質
』
を
買
い
続
け
る
内
に
『
小

説
神
髄
』と
出
会
っ
た
南
方
熊
楠（
（4
（

の
よ
う
な
読
者
が
い
る
の
だ
か
ら
、『
書
生
気
質
』と『
小
説
神
髄
』が
東
京
稗
史
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
の
影
響
は
一
考
に
値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
検
証
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

註
（
１
）　

坪
内
逍
遙
『
当
世
書
生
気
質
』（
岩
波
文
庫
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
三
月　

引
用
は
第
一
六
版
昭
和
三
〇
（
一
九
五
四
）
年
八
月
）。
柳

田
が
編
者
と
し
て
関
わ
っ
た
『
逍
遙
選
集
』（
別
冊
第
一
、
春
陽
堂
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
九
月
）
の
「
緒
言
」
に
は
、「〔『
書
生
気
質
』『
妹

と
背
か
ゞ
み
』『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』
は
〕
雑
誌
型
分
冊
式
と
で
も
名
づ
く
る
べ
き
方
法
で
、
和
紙
仕
立
で
、
毎
月
一
冊
づ
つ
発
行
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
斯
う
い
ふ
式
で
小
説
を
出
版
、
発
売
し
た
こ
と
は
、
内
外
共
に
、
曾
て
前
例
が
な
か
つ
た
や
う
で
す
」
と
、
異
な
る
意
見
が
記
さ
れ
て
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い
た
。

（
２
）　
「
こ
れ
〔
文
庫
本
が
形
成
す
る
「
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
」〕
を
デ
ザ
イ
ン
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
目
見
て
○
○
文
庫
と
識
別
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
版
元
は
判
型
、
紙
質
、
図
案
な
ど
を
統
一
し
、
通
し
番
号
な
ど
を
付
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
文
庫
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、叢
書
、全
集
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
し
、刊
行
書
全
て
に
特
有
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
適
用
し
て
い
る
出
版
社
も
存
在
す
る
。〔
…
〕

こ
の
出
版
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
が
非
常
に
明
瞭
な
形
で
現
わ
れ
た
も
の
が
文
庫
と
呼
ば
れ
る
小
宇
宙
な
の
で
あ
る
」（「
文
庫
の
顔
つ
き
」

『
ニ
ッ
ポ
ン
文
庫
大
全
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
一
月
）。

（
３
）　
『
明
治
文
学
研
究
』
昭
和
九
年
二
月
号

（
４
）　

亀
井
秀
雄
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」（『「
小
説
」
論　
『
小
説
神
髄
』
と
近
代
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
（
一
九
九
九
）
年
九
月
）

（
５
）　
「
ボ
ー
ル
表
紙
背
ク
ロ
ー
ス
、
及
び
総
ク
ロ
ー
ス
の
二
種
あ
り
」（
滝
田
貞
治
『
修
訂　

逍
遙
書
誌
』
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
二
月　

引
用

は
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
六
）
年
五
月
復
刊
）
と
さ
れ
る
。

（
６
）　
『
日
本
出
版
資
料
―
制
度
・
実
態
・
人
―
』
八
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
五
月

（
７
）　

翻
訳
小
説
で
あ
る
『
春
風
情
話
』
か
ら
『
慨
世
士
伝
』
ま
で
が
洋
装
で
あ
り
、『
書
生
気
質
』『
小
説
神
髄
』
が
和
装
で
あ
る
。
挿
絵
へ
目
を
向

け
る
と
、
翻
訳
と
創
作
と
の
差
が
歴
然
と
す
る
。
洋
装
の
挿
絵
が
石
版
で
あ
る
の
に
対
し
、
和
装
は
木
版
で
あ
る
。『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
二
九

（
一
八
九
六
）
年
一
〇
月
号
）
の
「
彙
報
」
に
は
「〔「
学
者
政
治
家
な
ど
」
で
小
説
を
書
い
た
者
は
〕
自
家
の
品
位
を
保
た
ん
が
為
め
に
、
在
来
の

小
説
と
同
一
視
せ
ら
る
ゝ
を
恐
れ
旗
幟
を
明
に
す
る
必
要
よ
り
先
づ
浮
世
絵
を
擯
け
た
る
と
同
時
に
、
此
等
の
人
々
は
、
多
く
洋
学
を
修
め
、
洋

画
に
も
目
馴
れ
た
れ
ば
、
さ
て
こ
そ
石
版
画
採
用
の
機
運
を
つ
く
る
に
至
れ
る
」
と
あ
る
。

（
８
）　

一
巻
に
は
奥
付
が
無
い
。
関
良
一
は
「『
当
世
書
生
気
質
』
の
形
態
と
本
質
」（『
逍
遙
・
鷗
外
考
証
と
試
論
』
有
精
堂
出
版
、
昭
和
四
六
（
一
九

七
一
）
年
三
月
）
で
、「『
書
生
気
質
』
刊
行
時
点
に
お
い
て
、
晩
青
堂
か
ら
は
『
英仏

商
法
比
較
要
論
』
全
七
冊
が
分
冊
で
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
」

と
し
て
お
り
、『
官
報
』
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
〇
月
六
日
（
三
八
三
号
）
に
お
い
て
も
「
中
本
七
冊
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
巻
以
降
は

確
認
で
き
ず
、
二
巻
で
終
了
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
本
は
一
冊
が
二
〇
〇
頁
を
超
え
る
洋
装
本
で
、
形
式
の
面
で
『
書
生
気
質
』『
小

説
神
髄
』
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
。

（
９
）　

函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
、
小
林
清
親
の
「
栄
城
湾
上
陸
后
之
露
営
」「
栄
城
湾
上
陸
后
之
露
営
」「
栄
城
湾
上
陸
后
之
露
営
」
の
出
版
者
・
松
永
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作
次
郎
の
住
所
は
日
本
橋
と
な
っ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
も
参
照
し
た
。

（
10
）　
『
早
稲
田
文
学
』
大
正
一
三
年
三
月
号

（
11
）　
『
早
稲
田
文
學
』
大
正
一
四
年
七
月
号

（
12
）　
『
近
代
読
者
の
成
立
』
岩
波
書
店
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
六
月

（
13
）　
『
名
著
復
刻
全
集　

近
代
文
学
館　

作
品
解
題　

―
―
明
治
前
期
―
―
』（
日
本
近
代
文
学
館
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
一
二
月
）
の
『
学

問
の
す
ゝ
め
』
の
解
題
参
照
。

（
14
）　

刊
記
に
よ
り
版
権
免
許
日
と
出
版
月
を
記
す
。
凡
例
［
号
数
：
版
権
免
許
日
・
出
版
月　

※
年
は
す
べ
て
明
治
一
七
年
］　

一
：
七
月
一
四
日
・

七
月
、
二
：
同
日
・
同
月
、
三
：
七
月
二
五
日
・
八
月
、
四
：
七
月
二
三
日
※
上
貼
・
八
月
、
五
：
同
日
※
上
貼
・
八
月
、
六
：
同
日
・
九
月
、
七
：

七
月
二
三
日
・
七
月
、
八
：
同
日
・
同
月
、
九
：
同
日
・
同
月
、
一
〇
：
一
〇
月
八
日
・
一
〇
月
、
一
一
：
同
日
・
同
月
、
一
二
：
同
日
・
一
二
月
、

一
三
：
同
日
・
同
月
。

（
15
）　

稲
垣
達
郎
は
、『
名
著
復
刻
全
集　

近
代
文
学
館　

作
品
解
題　

―
―
明
治
前
期
―
―
』（
日
本
近
代
文
学
館
、昭
和
四
三（
一
九
六
八
）年
一
二
月
）

の
『
書
生
気
質
』
の
解
題
や
、『
明
治
文
学
全
集　

16　

坪
内
逍
遙
集
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
二
月
）
の
「
解
題
」
で
同
様

の
見
解
を
示
す
。
ま
た
、関
良
一
も
「『
当
世
書
生
気
質
』
の
形
態
と
本
質
」（『
逍
遙
・
鷗
外
考
証
と
試
論
』
有
精
堂
出
版
、昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）

年
三
月
）
で
、「
刊
行
形
式
上
の
関
連
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
16
）　

磯
部
敦
に
は
、『
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
二
月
）
や
、「
書
籍

の
近
代
―
―
東
京
稗
史
出
版
社
の
明
治
一
五
年
」（
鈴
木
俊
幸
編
『
書
物
の
宇
宙
』
平
凡
社
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
五
月
）
と
い
っ
た
東
京

稗
史
出
版
社
の
研
究
が
あ
る
。

（
17
）　

大
村
弘
毅　

写
筆
校
注
「
逍
遙
日
記　

幾
む
か
し　

―
逍
遙
自
選
日
抄
録
―
」（『
坪
内
逍
遙
研
究
資
料　

第
五
集
』（
新
樹
社
、
昭
和
四
九

（
一
九
七
四
）
年
五
月
）

（
18
）　

大
柴
四
郎
「
酔
つ
た
逍
遙
先
生　

寄
席
の
民
衆
娯
楽
が
初
め
て　

活
字
に
な
つ
た
頃
の
噺
し
（
下
）」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
一
月
一
〇
日
朝
刊
第
四
面
）

（
19
）　

森
銑
三
「
序
跋
」（『
書
物
』
白
揚
社
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
三
月　

引
用
は
『
森
銑
三
著
作
集　

第
九
巻
』
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
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二
月
）
は
、「
明
治
か
ら
大
正
へ
か
け
て
は
、
第
三
者
の
序
跋
を
乞
う
て
自
著
を
飾
る
と
い
ふ
こ
と
は
相
当
に
盛
で
あ
つ
た
。〔
…
〕
書
物
を
售
ら

う
が
た
め
の
方
便
と
し
て
、
大
家
名
家
の
余
分
を
出
版
社
側
で
強
ひ
て
乞
う
て
附
け
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
あ
つ
た
」
と
指
摘
す
る
。

（
20
）　

若
林
玵
蔵
「
予
と
円
朝　

故
三
遊
亭
円
朝
の
事
ど
も
（
六
）」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
〇
月
一
七
日
）

（
21
）　

若
林
玵
蔵
「
三
遊
亭
円
朝
の
「
牡
丹
燈
籠
」」（『
若
翁
自
伝
』
若
門
会
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
〇
月
）

（
22
）　

大
柴
四
郎
「
原
稿
料
は
ロ
ハ
だ　

寄
席
の
民
衆
娯
楽
が
初
め
て　

活
字
に
な
つ
た
頃
の
噺
し
（
中
）」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
一
月
九
日
朝
刊
第
四
面
）

（
23
）　

菊
亭
香
水
『
世
路
日
記
』（
東
京
稗
史
出
版
社
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
）
出
版
に
際
し
て
も
東
京
稗
史
出
版
社
は
積
極
的
に
作
者
へ

働
き
か
け
た
。「
明
治
文
学
名
著
全
集
」
版
の
神
代
種
亮
「
解
題
」
に
は
、「
東
京
書
肆
〔
東
京
稗
史
出
版
社
〕
の
情
に
委
せ
、
改
め
て
惨
風
悲
雨

世
路
日
記
と
題
し
、
東
京
に
て
発
兌
せ
る
も
の
即
ち
是
れ
な
り
」（
菊
亭
香
水
『
明
治
文
学
名
著
全
集　

第
九
篇　

世
路
日
記
』
東
京
堂
、
大
正
一

五
（
一
九
二
六
）
年
一
二
月
）
と
あ
る
。

（
24
）　

書
誌
Ｉ
Ｄ
：000000518304　

そ
の
他
、
静
岡
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
版
（
資
料
Ｉ
Ｄ
：0011517893

）
に
も
日
付
は
な
い
。

（
25
）　

磯
部
敦
「
東
京
稗
史
出
版
社
の
研
究
」（『
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』
前
掲
）
は
、「
予
約
金
不
要
と
甘
い
目
算

に
よ
る
方
法
上
の
「
失
敗
」
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
予
約
出
版
の
前
金
を
回
収
し
な
か
っ
た
た
め
購
読
者
を
繋
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
い
る
。

（
26
）　

山
本
和
明
「『
小
説
神
髄
』
の
研
究
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編　

月
報
』
８
、
岩
波
書
店
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
一
〇
月
）
に

よ
る
と
、「
こ
の
当
時
の
内
務
省
の
区
分
は
「
版
権
書
目
広
告
」
や
『
出
版
書
目
月
報
』
を
見
る
限
り
「
大
本
・
中
本
・
小
本
」
の
三
種
で
あ
っ
た
。

『
八
犬
伝
』
版
本
の
大
き
さ
で
あ
る
半
紙
本
は
「
中
本
」、四
六
ボ
ー
ル
表
紙
は
「
小
本
」
に
属
す
る
」。
ま
た
晩
青
堂
が
取
得
し
た
『
書
生
気
質
』（
半

紙
本
）
の
版
権
は
「
中
本
」
で
あ
る
。

（
27
）　

磯
部
敦
「
東
京
稗
史
出
版
社
の
足
跡
」（『
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』
前
掲
）

（
28
）　

刊
記
に
よ
り
版
権
免
許
日
と
出
版
を
記
す
。
凡
例
［
号
数
：
版
権
免
許
・
出
版
月
］　
［
明
治
一
八
年
］
六
：
明
治
一
八
年
八
月
二
二
日
・
※
空
欄
、

七
：
同
日
・
九
月
一
六
日
、
八
：
九
月
四
日
・
九
月
二
六
日
、
九
：
同
日
・
一
〇
月
※
日
付
空
欄
、
一
〇
：
九
月
二
五
日
・
一
〇
月
※
日
付
空
欄
、

一
一
：
同
日
・
同
月
※
日
付
空
欄
、
一
二
：
同
日
・
一
一
月
※
日
付
空
欄
、
一
三
、
同
日
・
同
月
※
日
付
空
欄
、
一
四
：
一
一
月
一
三
日
・
一
二
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月
※
日
付
空
欄
、
一
五
：
同
日
・
一
二
月
※
日
付
空
欄
、［
以
下
明
治
一
九
年
］
一
六
：
一
月
一
四
日
・
一
月
※
日
付
欄
な
し
、
一
七
：
月
一
四
日
・

一
月
※
日
付
欄
な
し
。

（
29
）　

明
治
八
年
の
「
出
版
条
令
」
の
第
三
条
は
「
出
版
届
版
権
願
ト
モ
草
稿
ヲ
添
ル
ニ
及
ハ
ス
ト
雖
モ
時
ト
シ
テ
ハ
草
稿
ヲ
徴
シ
検
査
ス
ル
ヿ
ア
ル

ヘ
シ
」（『
明
治
二
年
法
令
全
書
』
内
閣
官
報
局
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
一
〇
月
）
と
さ
れ
、
申
請
時
に
草
稿
を
添
え
る
必
要
ま
で
は
な
い

も
の
の
、
原
稿
は
完
成
な
い
し
そ
れ
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）　

伊
東
専
三
『
名
立
波
龍
神
於
珠
』（
四
編
、
東
京
金
玉
出
版
社
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
四
月
二
七
日
）
の
表
紙
裏
や
、『
中
央
学
術
雑
誌
』

（
明
治
一
八
年
五
月
一
〇
日
号
）
等
。
そ
の
他
、青
木
稔
弥
が
「
婦
女
幼
童
の
小
説
稗
史
」（『
江
戸
文
学
』
一
九
九
九
年
一
二
月
号
）
で
報
告
し
た
「
一

枚
物
の
広
告
」
で
も
、
東
京
稗
史
出
版
社
の
二
冊
本
発
売
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　

山
本
和
明
「『
小
説
神
髄
』
の
周
縁
」（「
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

明
治
編　

第
18
巻
月
報
８
」
岩
波
書
店
、平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
一
〇
月
）

（
32
）　
『
明
治
二
年
法
令
全
書
』
内
閣
官
報
局
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
一
〇
月

（
33
）　

三
遊
亭
円
朝
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』（
第
一
編
、
東
京
稗
史
出
版
社
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
）

（
34
）　
『
小
説
神
髄
』
よ
り
も
後
の
逍
遙
の
分
冊
形
式
の
作
品
で
は
、
会
心
書
店
の
分
冊
『
妹
と
背
か
が
み
』（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一
二
月
か

ら
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
九
月
）
の
表
紙
裏
に
、「
本
書
完
成
之
節
御
送
付
ア
ラ
ハ
無
代
価
ニ
テ
美
麗
ニ
製
本
シ
テ
返
還
ス
／
但
シ
往
返
運
賃

ハ
御
自
辨
ノ
事
」
と
、
後
に
製
本
さ
れ
る
計
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
晩
青
堂
の
『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』（
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
四

月
か
ら
一
〇
月
）
に
は
な
い
。
稲
垣
達
郎
「
解
題
」（『
明
治
文
学
全
集　

16　

坪
内
逍
遙
集
』
前
掲
）
も
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
35
）　

そ
の
ほ
か
、
川
上
鼠
文
『
滑
稽
笑
談
清
仏
船
栗
毛
』（
第
一
編
、
松
成
堂
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
）、
三
遊
亭
円
朝
演
述　

若
林
鑑

三
筆
記
『
円
朝
叢
談
塩
原
多
助
一
代
記
』（
第
一
編
、
速
記
研
究
会
、
同
年
一
二
月
）
な
ど
を
見
て
も
、
文
章
は
区
切
り
よ
く
納
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
『
名
立
波
龍
神
於
珠
』
は
、
本
文
が
中
途
半
端
に
切
れ
て
い
る
が
版
権
は
二
度
に
分
け
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、
全
編
の
脱
稿
を
待
た
ず
に

出
版
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
文
の
途
中
で
巻
が
変
わ
る
も
の
は
少
数
で
、『
龍
神
於
珠
』
と
『
小
説
神
髄
』
以
外
の
例
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（
36
）　

西
野
嘉
章
『
装
釘
考
』
玄
風
舎
、
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月

（
37
）　

磯
部
敦
「
東
京
稗
史
出
版
社
の
足
跡
」（『
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』
前
掲
）

（
38
）　

資
料
Ｉ
Ｄ
：1X

0810242

（
上
巻
）、1X

0810250

（
下
巻
）
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（
39
）　

明
治
一
九
年
五
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
松
月
堂
の
表
紙
が
用
い
ら
れ
た
上
下
二
冊
版
で
も
、
正
誤
表
と
あ
と
が
き
の
柱
に
は
「
東
京
稗
史
出
版

社
」
と
あ
り
、
見
た
目
へ
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。

（
40
）　

磯
部
敦
「
東
京
稗
史
出
版
社
と
い
う
印
刷
所
」（
出
版
文
化
の
明
治
前
期　

東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の
周
辺
』
前
掲
）

（
41
）　

宗
像
和
重
「
解
説
」
に
、「『
小
説
神
髄
』
は
当
初
、
東
京
稗
史
出
版
社
と
契
約
を
結
び
、
印
刷
ま
で
完
了
し
た
時
点
で
出
版
社
が
事
業
に
失
敗

し
た
た
め
に
、刷
本
が
松
月
堂
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
た
本
文
を
各
冊
十
丁
ず
つ
（
第
一
冊
は
「
緒

言
」「
目
次
」
を
含
め
て
十
三
丁
、第
九
冊
は
九
丁
）
に
機
械
的
に
分
冊
し
て
紙
捻
で
綴
じ
た
だ
け
の
、ご
く
簡
素
な
製
本
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
各
冊
の
区
切
り
は
多
く
の
場
合
、
各
章
ご
と
で
も
、
段
落
の
切
れ
目
で
も
、
文
と
文
と
の
間
で
さ
え
な
く
、
た
と
え
ば
第
一
冊
は
「
小
説
の

変
遷
」
の
「
大
人
具
眼
の
士
は
別
に
聖
賢
の
書
」（
本
書
〔
岩
波
文
庫
『
小
説
神
髄
』〕
三
十
四
頁
三
行
）
で
終
わ
り
、
第
二
冊
は
「
を
閲
し
て
」

か
ら
始
ま
る
と
い
う
変
則
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
書
物
と
し
て
の
不
体
裁
に
甘
ん
じ
て
も
な
お
、「
わ
が
熱
衷
と
論
旨
を
め
で
て
、
熟
読
吟
味
」

（「
緒
言
」）
さ
れ
る
こ
と
へ
の
強
烈
な
欲
求
を
、
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
坪
内
逍
遥
『
小
説
神
髄
』
岩
波
文
庫
、
平

成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
六
月
改
版
）
と
あ
る
。

（
42
）　
『
南
方
熊
楠
日
記
』
一
、
八
坂
書
房
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
七
月

※
引
用
に
際
し
、
原
則
と
し
て
漢
字
を
常
用
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
い
た
。
ま
た
、
引
用
部
中
の
亀
甲
括
弧
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
を
示
し
、〔
︙
〕
は
中

略
を
、
／
は
改
行
箇
所
を
示
す
。

�

（
文
化
創
造
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）




